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秩
父
事
件
に
参
加
し
た
人
々
の
裁
判
言
渡
書
を
見
て
い
く
と
「
白
鉢
巻
擢
」
と
い
う
語
句
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
る
。
秩
父
事
件
の
活
動
母
体
で
あ
る
秩
父
困
民
党
の
多
く
の
幹
部
の
出
身
地
で
あ
り
、
蜂
起
の
震
源
地
で
あ
る石間村、下吉田村ではそれぞれ五一一一・一一一％（’三七人中七一一一
人）、九五・四％（三一一四人中一一一○九人）と高率である（数字は
『
秩
父
事
件
史
料
集
成
』
第
一
～
三
巻
よ
り
作
成
、
以
下
同
じ
）
。
蜂
起
の
前
年
の
一
二
月
か
ら
、
困
民
党
運
動
に
つ
な
が
る
負
債
農
民
救
済
運
動
に
取
り
組
ん
だ
ト
リ
オ
の
一
人
坂
本
宗
作
の
狩
り
出
し
隊
が
入
っ
た
日
尾
村
で
は
八
一
・
二
％
（
八
五
人
中
六
九
人
）
、
ト
リ
オ
の
う
ち
の
高
岸
善
吉
の
狩
り
出し隊が入った飯田村では七一一一・三％（’一一一五人中九九人）、軍
用
金
集
方
の
宮
川
寅
五
郎
率
い
る
狩
り
出
し
隊
が
入
っ
た
薄
村
で
は
八
七
・
二
％
（
’
五
六
人
中
一
一
一
一
六
人
）
と
、
こ
こ
で
も
高
率
で
裁
判
言
渡
書
の
中
に
白
鉢
巻
樺
が
出
て
く
る
。
裁
判
言
渡
書
が
官
側
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
文
書
で
あ
り
、
全
て
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
一
号
〈研究ノート〉
秩
父
事
件
に
お
け
る
白
鉢
巻
擢
の
着
用
に
関
す
る
考
察
も
、
こ
の
高
率
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
て
、
こ
の
白
鉢
巻
擦
を
研
究
者
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
を
見
て
い
（１）
く
と
、
色
川
大
士
口
氏
は
「
決
死
の
統
一
ス
タ
イ
ル
」
と
｝
」
の
統
一
さ
れ
た
服
装
を
見
て
い
る
。
ま
た
、
稲
田
雅
洋
氏
は
、
「
農
民
軍
は
彼
ら
の
印
と
し
て
白
鉢
巻
き
な
い
し
白
タ
ス
キ
を
し
た
。
（
略
）
「
羽
織
袴
で
二
本
差
」
と
は
農
民
に
と
っ
て
は
強
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
長
い
間
抑
圧
さ
れ
て
き
た
彼
ら
の
憧
慣
の
姿
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
力
で
そ
の
抑
圧
を
打
ち
破
っ
て
作
り
出
し
た
解
放
世
界
に
お
い
て
は
じ
め
て
具
現
し
た
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
自
己
の
肉
体
が
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
一
体
化
し
て
ゆ
く
と
き
、
今
ま
で
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い
異
常
な
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
内
に
渡
り
、
到
底
自
分
で
も
思
っ
て
み
な
か
っ
た
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
行
動
へ
と
自
分
を
駆
り
立
て
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
単
に
鉢
巻
き
を
し
タ
ス
キ
を
か
け
る
だ
け
の
場
合
で
あ
っ
て
（２）
も
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
色
川
氏
、
稲
田
氏
と
も
に
そ
の
叙
述
は
白
鉢
巻
捧
を
中
心
に
据
え
た
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
今
ま
で
中
心
に
据
え
ら
れ
た
こ
の
な
い
白
河
本
由
生
一ハーハ
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鉢
巻
櫻
を
論
述
の
中
心
に
据
え
、
秩
父
事
件
を
見
て
い
こ
う
と
思
う
。
｜
秩
父
事
件
に
お
け
る
白
鉢
巻
擦
ま
ず
白
鉢
巻
樫
は
ど
の
よ
う
に
困
民
党
参
加
者
が
着
用
し
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
着
用
の
仕
方
を
見
る
と
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
｜
つ
は
着
用
を
命
じ
ら
れ
自
前
で
用
意
し
た
も
の
。
も
う
一
つ
は
配
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ⅲ
命
じ
ら
れ
た
も
の
最
初
に
、
命
じ
ら
れ
た
も
の
か
ら
見
て
み
た
い
。
困
民
党
蜂
起
の
直
前
に
風
布
村
の
組
織
者
大
野
福
次
郎
は
、
十
月
三
十
一
日
自
五
、
六
日
前
卜
思
う
頃
、
住
所
姓
名
不
知
者
二
名
立
越
シ
、
到
底
警
察
署
之
方
ハ
願
フ
モ
無
用
二
付
十
月
三
十
一
日
二
身
支
度
ヲ
致
シ
テ
立
出
テ
〔
ョ
〕
ト
ノ
事
ナ
リ
キ
。
自
分
モ
其
旨
ヲ
領
シ
テ
（３）
同
日
ヲ
竣
チ
白
鉢
巻
白
擦
、
刀
一
一
尺
位
ノ
物
ヲ
偏
上
て
出
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
困
民
党
総
理
の
田
代
栄
肋
と
同
業
の
代
言
人
で
、
困
民
党
で
は
伝
令
使
を
つ
と
め
て
い
た
堀
口
幸
助
は
、
田
代
の
命
を
受
け
、
「
暴
発
ノ
六
、
七日前」に、
下
小
鹿
野
〔
村
〕
、
ス
公
キ
村
、
小
森
村
、
贄
川
村
、
般
若
村
、
久
那
村
ノ
各
村
二
至
り
、
村
民
一
一
何
レ
モ
白
鉢
巻
白
タ
ス
キ
ニ
而
銃
器
ヲ
樵
（４）
上十月一一一十一日夜二下吉田村ノ椋ノ神社二参レトノ通知
を
し
て
回
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
二
つ
の
史
料
は
、
蜂
起
以
前
に
出
さ
れ
た
、
蜂
起
の
際
に
は
白
鉢
秩
父
事
件
に
お
け
る
白
鉢
巻
檸
の
清
川
に
関
す
る
考
察
（
河
本
）
②
配
ら
れ
た
も
の
次
に
、
配
ら
れ
た
も
の
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
前
出
の
ト
リ
オ
の
一
人
の
落
合
寅
市
や
柿
崎
義
藤
に
率
い
ら
れ
た
石
間
村
周
辺
の
百
数
十
名
の
者
た
ち
は
、
｜
日
朝
に
下
吉
田
村
の
椋
神
社
に
行
く
前
に
、
石
間
村
の
副
総
理
の
加
藤
織
平
宅
に
集
合
し
、
「
織
平
之
命
一
一
（５）
依
り
衆
ト
共
二
鉢
巻
擢
ヲ
為
シ
下
圭
ロ
田
村
椋
神
社
」
へ
向
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
石
間
村
か
ら
椋
神
社
へ
向
か
う
途
中
の
井
上
耕
地
で
、
「
兇
徒
等
（６）
ノ
勧
メ
ニ
応
シ
白
木
綿
鉢
巻
擢
ヲ
受
」
け
た
者
も
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
椋
神
社
へ
集
結
す
る
困
民
軍
は
、
道
す
が
ら
白
布
の
配
布
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
し
て
一
日
の
困
民
党
全
体
の
集
結
場
所
で
あ
る
椋
神
社
で
も
、
「
暴
徒
（７）
ヨ
リ
木
刀
白
鉢
巻
白
樺
ヲ
渡
サ
レ
タ
ル
ヲ
以
一
ア
身
支
度
」
を
し
た
参
加
者
も
いる。この
時
点
で
着
用
し
て
い
な
い
者
に
は
、
白
布
の
配
布
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
困
民
党
蜂
起
参
加
者
は
椋
神
社
に
集
結
し
た
時
点
で
は
、
全
員
が
白
鉢
巻
鰹
を
着
用
し
て
い
た
と
考
え
る
。
巻
擢
を
着
用
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
日
付
に
若
干
の
幅
が
あ
る
。
し
か
し
、
蜂
起
が
一
一
月
一
日
に
決
定
し
た
の
が
「
十
月
三
十
一
日
」
か
ら
五
日
前
で
あ
り
、
’
一
月
一
日
の
「
暴
発
」
す
な
わ
ち
蜂
起
の
六
日
前
で
あ
る
十
月
二
十
六
日
の
粟
野
山
で
の
会
議
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
会
議
直
後
に
、
使
者
が
蜂
起
の
日
時
と
白
鉢
巻
擢
と
い
う
目
印
を
伝
え
に
各
村
に
走
っ
た
と
言
っ
て
良
い
で
あろう。
六
七
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さ
ら
に
、
困
民
軍
は
別
働
隊
が
狩
り
出
し
を
か
け
つ
つ
、
｜
日
の
深
夜
に
小
鹿
野
を
占
領
す
る
。
こ
の
小
鹿
野
に
お
い
て
、
柿
崎
義
藤
が
狩
り
出
し
た
人
員
に
対
し
て
、
｜
日
の
夜
一
二
時
頃
に
打
ち
段
し
た
高
利
貸
し
の
家
よ
り
「
白
木
綿
五
反
ヲ
掠
奪
シ
テ
附
従
者
弐
拾
有
余
名
二
分
与
シ
鉢
巻
概
ノ
用
一
一
（８）
供
セ
シ
メ
」
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
日
の
夜
九
時
頃
に
「
暴
徒
等
ヨ
リ
与
ヘ
ク
ル
白
木
綿
ヲ
以
テ
（９）
鉢
巻
」
を
し
た
農
民
も
い
る
の
で
、
柿
崎
義
藤
以
外
に
も
配
布
を
し
た
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
日
に
な
る
と
、
困
民
軍
は
二
列
縦
隊
で
進
軍
し
、
昼
ご
ろ
に
は
荒
川
を
渡
り
大
宮
郷
に
進
入
し
た
。
こ
の
二
日
に
は
会
計
長
の
宮
川
津
盛
が
「
一
一
一
円
ヲ
以
テ
草
鞍
木
綿
等
ヲ
購
〈川）
求
、
ソ
各
隊
二
配
付
シ
」
て
い
る
。
こ
の
日
に
大
宮
郷
方
面
か
ら
参
加
し
た
者
で
「
暴
徒
ヨ
リ
渡
シ
タ
ル
白
木
（Ⅱ）
綿
ノ
鉢
巻
及
樫
」
を
し
て
い
る
農
民
の
記
録
が
い
く
つ
も
見
や
わ
れ
る
。
新
た
な
参
加
者
に
随
時
白
布
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
四
日
に
は
、
朝
に
大
宮
郷
で
困
民
軍
か
ら
「
白
木
綿
鉢
巻
鰯
竹
槍
才
ヲ
賞
（脳）
（川）
受
」
け
た
者
も
い
る
し
、
白
鉢
巻
概
を
「
皆
野
ニ
ー
ア
渡
サ
レ
ク
」
者
も
い
る。
（川）
また、木戸為一一一は訊問において、「鉢巻樺等ヲ暴徒等二分与」
す
る
役
目
を
し
て
い
た
と
供
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
外
に
も
白
布
の
配
布
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
た
だ
全
員
に
白
布
が
配
ら
れ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
坂
本
宗
作
の
狩
り
出
し
隊
が
入
っ
た
日
尾
村
で
は
、
｜
日
の
深
夜
に
出
さ
れ
た
人
足
要
求
の
中
に
、
法
政
史
学
第
五
十
一
号
六
八
（旧）
白木綿ヲ以一丁票一ホヲナスヘシ
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
さ
ら
に
二
月
一
一
一
日
よ
り
参
加
し
た
農
民
が
「
白
鉢
巻
ャ
白
ノ
タ
ス
キ
ハ
（旧）
目
印
ナ
レ
ハ
買
求
ム
ヘ
シ
」
と
（
叩
じ
ら
れ
呉
服
屋
に
て
購
入
し
て
い
る
。
以
上
の
事
か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
ず
狩
り
出
し
を
す
る
際
に
着
用
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
購
入
で
き
る
も
の
は
自
分
で
購
入
し
、
持
参
で
き
る
も
の
は
持
参
し
た
。
持
参
品
の
中
に
は
、
白
木
綿
の
鉢
巻
で
は
な
く
「
白
手
拭
ヲ
以
（Ⅳ）
一
丁
鉢
巻
二
代
用
」
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
前
の
手
拭
が
「
白
」
で
（旧）
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
手
拭
二
白
紙
ヲ
巻
付
ケ
以
一
ナ
鉢
巻
」
に
し
て
（旧）
い
っ
た
者
も
い
る
。
さ
ら
に
は
、
「
白
紙
ヲ
頭
髪
二
結
上
付
ケ
」
て
い
っ
た
農
民
す
ら
い
る
。
ま
た
、
自
分
で
布
類
が
何
も
用
意
で
き
な
か
っ
た
者
の
中
に
は
、
知
人
宅
（ｍ）
で
「
白
木
綿
六
尺
余
卜
鉢
巻
二
為
ス
分
ヲ
与
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
」
頼
む
者
も
い
た。そ
れ
で
も
着
用
し
な
い
、
も
し
く
は
出
来
な
い
者
に
対
し
て
、
困
民
党
は
白
布
を
配
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
蜂
起
に
参
加
し
た
農
民
達
、
そ
し
て
幹
部
達
の
白
鉢
巻
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
方
に
、
私
は
秩
父
事
件
に
於
け
る
白
鉢
巻
樺
に
は
深
い
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
日
を
追
っ
て
見
て
く
る
と
、
蜂
起
か
ら
数
日
経
過
し
た
後
の
一
一
月
四
日
と
い
う
困
民
党
本
陣
が
崩
壊
す
る
直
前
の
段
階
に
お
い
て
も
、
白
木
綿
が
配
ら
れ
、
着
用
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
困
民
党
幹
部
た
ち
の
白
鉢
巻
擢
へ
の
こ
だ
わ
り
が
う
か
が
え
る
。
③
本
陣
解
体
後
の
白
鉢
巻
揮
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そ
れ
で
は
、
本
陣
解
体
後
に
お
け
る
白
鉢
巻
樺
の
着
用
状
況
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
児
玉
郡
へ
進
出
し
、
金
屋
で
四
日
夜
に
鎮
台
兵
と
激
突
し
て
壊
滅
し
た
部
〈皿）
隊
で
は
、
途
中
で
狩
り
出
さ
れ
た
農
民
が
「
白
木
綿
ノ
鉢
巻
」
を
し
て
参
加
し
て
い
る
ｏ
ま
だ
、
こ
の
段
階
で
は
、
本
陣
が
解
体
し
て
は
い
る
も
の
の
白
鉢
巻
へ
の
こ
だ
わ
り
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
次
に
菊
池
貫
平
に
率
い
ら
れ
て
長
野
県
佐
久
盆
地
へ
と
進
出
し
た
一
隊
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
一
隊
は
五
日
に
秩
父
を
北
に
抜
け
て
山
中
谷
と
呼
ば
れ
る
群
馬
県
南
部
の
神
流
川
流
域
を
遡
行
し
、
七
日
に
十
石
峠
を
越
え
て
長
野
県
入
り
し
た
。
そ
し
て
、
九
日
に
現
在
の
小
海
町
の
東
馬
流
で
鎮
台
兵
と
戦
い
、
壊
滅
す
る
。
こ
の
一
隊
は
、
神
流
川
流
域
の
樽
原
村
で
六
日
に
「
太
織
絹
壱
疋
ヲ
姓
名
（皿）
不
知
モ
ノ
力
持
チ
来
リ
引
キ
サ
キ
鉢
巻
又
ハ
タ
ス
キ
才
二
為
シ
ダ
」
一
」
と
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
流
川
流
域
か
ら
の
随
行
者
の
裁
判
言
渡
書
に
は
配
布
の
記
録
は少ない。
数
字
を
あ
げ
る
と
、
神
流
川
流
域
の
農
民
た
ち
の
裁
判
言
渡
書
で
は
、
乙
父
村
で
は
二
○
％
（
五
人
中
一
人
）
、
樽
原
村
で
は
四
○
％
（
五
人
中
二
人
）
の
者
の
中
に
「
白
鉢
巻
」
や
「
白
櫻
」
の
着
用
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
長
野
県
側
の
大
日
向
村
で
は
○
％
（
五
八
人
中
○
人
）
、
南
相
木
村
で
も
○
％
二
九
七
人
中
○
人
）
、
北
相
木
村
で
は
一
・
七
％
（
一
七
四
人
中
三
人
）
で
あ
る
。
現
存
す
る
訊
問
調
書
・
裁
判
関
係
書
類
は
官
側
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
て
の
姿
を
生
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
さ
秩
父
事
件
に
お
け
る
白
鉢
巻
際
の
着
用
に
関
す
る
考
察
（
河
本
）
Ⅲ
四
日
以
前
の
困
民
軍
と
佐
久
へ
の
一
隊
の
質
の
違
い
そ
も
そ
も
困
民
党
運
動
は
、
「
明
治
十
六
年
十
二
月
下
旬
秩
父
郡
役
所
へ
（餌）
高
利
貸
営
業
者
二
負
債
据
置
年
賦
償
却
説
諭
」
を
出
願
す
る
と
い
っ
た
負
債
で
生
活
が
成
り
行
か
な
く
な
っ
た
農
民
を
助
け
よ
う
と
す
る
運
動
が
出
発
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
運
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
井
上
伝
蔵
ら
自
由
党
員
の
参
加
が
あ
り
、
石
間
村
の
有
力
者
加
藤
織
平
や
大
宮
郷
の
田
代
栄
助
の
参
加
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
当
初
の
運
動
の
目
的
に
少
し
ず
つ
別
な
事
柄
が
付
け
足
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
出
の
明
治
一
六
年
一
二
月
の
段
階
の
「
負
債
据
置
年
賦
償
却
」
請
願
運
動
と
、
九
月
七
日
に
決
まった困民党の、
｜、高利貸ノ為身代ヲ傾ケ生計二困ムモノ多シ・依テ債主一一迫
り
十
カ
年
据
置
四
十
カ
年
賦
二
延
期
ヲ
乞
う
コ
ト
。
｜、学校費ヲ省ク為三ヶ年間休校ヲ県庁へ迫ル事。
「
雑
収
税
ノ
減
少
ヲ
内
務
省
へ
迫
ル
コ
ト
。
ら
に
埼
玉
県
で
の
取
調
官
・
裁
判
官
と
は
違
う
人
物
が
書
類
を
作
成
し
て
お
り
、
書
類
記
載
上
の
着
眼
点
も
違
う
。
し
た
が
っ
て
、
記
述
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
、
着
用
率
が
圧
倒
的
に
低
か
っ
た
と
断
定
す
る
事
は
難
し
い
。
し
か
し
、
群
馬
県
神
流
川
流
域
の
村
か
ら
参
加
し
た
農
民
が
、
数
日
後
に
長
野
県
大
日
向
村
の
「
龍
興
寺
一
一
於
テ
兇
徒
主
謀
者
ヨ
リ
白
木
綿
ヲ
交
付
セ
（幻）
一
プ
レ
鉢
巻
」
に
し
た
事
実
か
ら
し
て
、
｝
」
の
一
隊
が
手
拭
に
白
紙
を
巻
い
て
白
鉢
巻
に
し
た
ほ
ど
の
秩
父
盆
地
で
の
活
動
と
比
べ
る
と
、
白
鉢
巻
檸
の
着
用
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
六
九
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法
政
史
学
第
Ⅱ
ト
ー
号
（”）
｜
、
村
費
ノ
減
少
ヲ
村
吏
へ
迫
ル
事
。
と
い
う
四
つ
の
活
動
目
的
を
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
わ
か
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
困
民
党
運
動
の
本
来
の
姿
は
、
負
債
農
民
救
済
運
動
と
い
っ
た
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
し
か
し
、
’
一
月
四
日
の
本
陣
解
体
後
の
困
民
軍
分
派
の
行
動
を
見
る
と
、
行
動
の
質
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
屋
へ
向
か
っ
た
部
隊
は
、
四
日
深
夜
に
鎮
台
兵
と
交
戦
し
て
壊
滅
し
て
し
ま
う
の
で
、
あ
ま
り
質
の
変
質
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
変
化
す
る
だ
け
の
時
間
が
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
佐
久
へ
進
ん
だ
一
隊
は
、
前
出
の
神
流
川
流
域
の
農
民
の
証
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
す
べ
て
の
参
加
者
に
白
鉢
巻
櫻
を
着
用
さ
せ
る
の
に
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
、
私
は
一
隊
の
質
の
変
化
と
考
え
る。秩
父
盆
地
で
の
行
動
と
同
じ
よ
う
に
、
打
ち
穀
し
・
焼
き
打
ち
を
し
た
豪
家
よ
り
白
布
を
略
奪
す
れ
ば
、
新
参
加
者
へ
の
配
布
に
足
る
だ
け
の
白
布
は
確
保
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
、
確
保
で
き
な
く
と
も
、
白
紙
配
布
ぐ
ら
い
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
一
隊
に
は
そ
こ
ま
で
徹
底
し
た
行
為
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
一
隊
を
率
い
た
参
謀
長
の
菊
池
貫
平
が
作
成
に
参
加
し
た
軍
律
の
う
ち
の
第
三
条
に
（鋤）
「酒宴ヲ為、ンダル者ハ斬」
とある。
大
宮
郷
に
お
い
て
は
、
会
計
長
の
柴
岡
熊
吉
が
軍
律
違
反
を
し
て
い
る
者
を
見
つ
け
た
し
な
め
る
場
面
が
「
秩
父
暴
動
事
件
概
略
」
と
い
う
史
料
に
見
七○
（幻）
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
大
宮
郷
を
占
領
し
て
い
た
段
階
で
は
軍
律
を
守
ろ
う
と
い
う
空
気
が
困
民
軍
を
支
配
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
、
佐
久
盆
地
へ
の
一
隊
の
行
動
を
見
て
い
く
と
、
五
日
の
神
ヶ
原
村
で
の
夜
、
六
日
の
白
井
村
で
の
夜
、
七
日
の
十
石
峠
の
茶
屋
で
酒
宴
が
あ
っ
た
こ
と
、
八
日
の
打
ち
段
し
の
最
中
に
、
幹
部
の
一
人
「
会
津
の
先
生
」
こ
と
稲
野
文
治
郎
が
酒
を
飲
み
な
が
ら
指
示
を
出
し
て
い
た
と
い
う
事
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
軍
律
違
反
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
打
ち
段
し
の
様
子
を
見
て
み
て
も
、
四
日
以
前
で
は
、
高
利
貸
し
と
警
察
署
・
役
場
を
襲
っ
て
い
る
が
、
佐
久
に
お
い
て
は
、
高
利
貸
・
警
察
署
の
み
で
な
く
、
地
元
民
に
頼
ま
れ
銀
行
・
酒
造
家
・
雑
貨
商
な
ど
も
襲
っ
て
い
る
。
銀
行
は
貸
し
付
け
業
務
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
高
利
貸
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
酒
造
家
・
雑
貨
商
は
、
高
利
貸
業
者
で
は
な
く
、
単
に
地
方
の
豪
家
と
い
う
こ
と
が
理
由
な
だ
け
で
あ
る
。
秩
父
盆
地
に
お
け
る
困
民
軍
の
行
動
は
、
事
前
に
攻
撃
対
象
を
絞
っ
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
秩
父
盆
地
を
抜
け
佐
久
へ
向
か
っ
た
一
隊
の
行
動
を
見
る
限
り
、
綿
密
な
計
画
が
練
ら
れ
て
い
な
い
の
で
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
場
当
た
り
的
な
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
八
日
に
菊
地
貴
平
率
い
る
本
隊
が
、
海
瀬
村
で
、
天
の
斯
の
民
を
生
ず
る
、
彼
れ
に
厚
く
此
れ
に
薄
き
の
理
な
し
。
然
る
に
何
者
の
婿
児
ぞ
。
彼
の
富
裕
の
徒
輩
は
飽
食
暖
衣
逸
楽
を
事
と
し
、
嘗
て
貧
民
の
困
窮
を
も
顧
み
ず
、
益
す
暴
富
を
極
む
る
は
甚
だ
快
か
ら
ぬ
こ
と
な
り
。
依
て
拙
者
等
は
富
者
に
奪
ひ
て
貧
者
に
施
し
、
天
下
の
（躯）
貧
富
を
し
て
平
均
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
者
な
り
。
と
い
っ
た
内
容
の
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
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こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
の
が
、
「
朝
野
新
聞
」
と
い
う
民
権
派
系
の
新
聞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
初
め
の
部
分
の
天
賦
人
権
論
的
・
平
等
主
義
的
な
文
章
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
後
の
部
分
に
あ
る
、
「
富
者
に
奪
ひ
て
、
貧
者
に
施
し
貧
富
を
し
て
平
均
な
ら
し
め
ん
」
と
い
う
の
は
、
世
直
し
一
摸
の
時
に
も
、
よ
く
主
張
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、
困
民
党
の
蜂
起
に
あ
た
っ
て
「
十
カ
年
据
置
四
十
力
年
賦
」
を
債
主
に
迫
る
こ
と
を
目
的
の
第
一
と
し
て
い
る
。
そ
の
要
求
を
拒
否
す
る
者
、
ま
た
は
蜂
起
以
前
の
交
渉
段
階
で
拒
否
し
た
者
に
対
し
打
ち
段
し
を
か
け
る
が
、
富
者
全
員
を
打
ち
壊
し
の
対
象
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
（”）
に
行
動
し
た
の
は
、
幕
末
の
世
直
し
一
摸
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
困
民
党
の
動
き
を
私
な
り
に
一
度
ま
と
め
て
み
た
い
。
負
債
農
民
救
済
運
動
の
性
格
が
強
い
本
陣
解
体
以
前
の
困
民
軍
は
、
あ
る
程
度
の
攻
撃
対
象
を
攻
撃
し
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
中
で
、
憲
兵
・
鎮
台
兵
・
警
察
隊
の
反
撃
に
遭
い
、
幹
部
の
何
人
か
は
戦
線
を
離
脱
し
た
。
こ
れ
は
、
当
初
の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
の
で
、
運
動
の
こ
れ
以
上
の
継
続
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
目
の
前
に
い
る
農
民
達
へ
の
責
任
感
、
さ
ら
に
は
打
ち
段
し
の
際
に
目
の
当
た
り
に
し
た
困
民
軍
の
行
動
力
、
そ
し
て
狩
り
出
し
に
よ
る
運
動
の
再
生
産
性
を
見
て
、
新
た
な
行
動
を
起
こ
し
た
幹
部
も
い
た
。
た
だ
、
も
は
や
こ
の
段
階
で
は
、
当
初
の
行
動
、
攻
撃
に
見
ら
れ
る
計
画
性
は
な
く
、
よ
り
世
直
し
一
摸
に
近
い
性
格
の
も
の
に
変
質
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
か
ら
秩
父
困
民
党
の
本
来
の
活
動
は
、
四
日
の
皆
野
で
の
本
陣
解
体
を
も
っ
て
終
了
し
た
と
私
は
考
え
る
。
秩父事件における白鉢巻擦の着用に関する考察（河本）
Ⅲ
武
州
一
摸
で
の
目
印
武
州
一
摸
の
秩
父
に
お
け
る
目
印
は
「
白
」
で
は
な
い
。
｜
摸
が
秩
父
に
（釦）
入
っ
て
く
る
以
前
は
白
で
統
一
し
よ
う
と
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
秩
父
に
お
け
る
武
州
一
摸
の
目
印
を
見
る
限
り
、
白
鉢
巻
樫
と
い
う
記
録
は
（蛇）
「さらし木綿の綿擢き同鉢巻に一の字のムロ印」といったものが一
侯
勢
を
鎮
圧
し
た
大
宮
有
志
隊
の
目
印
に
さ
れ
た
、
と
い
う
記
録
し
か
な
い
。
有
志
隊
が
「
白
」
を
目
印
に
す
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
対
す
る
一
挨
勢
は
白
で
は
な
い
。
困
民
党
総
理
の
田
代
栄
助
は
な
ぜ
自
分
が
総
理
に
推
さ
れ
た
の
か
と
い
う
理
由
を
、
「
自
分
ハ
生
来
強
ヲ
挫
キ
弱
ヲ
扶
ク
ル
ヲ
好
ミ
貧
弱
ノ
者
便
リ
来
ル時ハ附籍為致其他人ノ困難一一際シ中間二立チ仲裁等ヲ為スコト
（弧）
実
二
十
八
ヶ
年
間
子
分
卜
称
ス
ル
モ
ノ
’
’
百
有
余
名
」
だ
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。
秩
父
事
件
か
ら
見
て
一
八
年
前
と
い
う
と
、
慶
応
二
年
の
武
州
一
摸
の
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
秩
父
事
件
参
加
者
の
中
に
は
一
○
代
の
者
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
秩
父
事
件
の
参
加
者
は
、
武
州
一
摸
に
参
加
し
、
ま
た
は
鎮
圧
し
た
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
を
端
で
見
て
い
た
の
う
ち
の
何
ら
か
の
経
験
を
し
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
秩
父
事
件
に
も
何
ら
か
の
形
で
武
州
一
侯
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
鉢
巻
擢
に
焦
点
を
当
て
て
論
述
を
進
め
て
い
る
の
で
、
武
川
一
摸
の
秩
父
に
お
け
る
目
印
と
、
そ
れ
の
秩
父
事
件
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
二
い
で
た
ち
か
ら
見
た
武
州
一
摸
と
秩
父
事
件
の
比
較七一
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ま
た
一
撲
勢
が
大
宮
郷
に
お
い
て
布
を
調
達
す
る
場
面
で
は
「
縮
緬
絹
太
織
類
を
一
番
に
切
、
三
色
五
色
二
て
壱
丈
或
は
丈
五
尺
宛
恩
ひ
ノ
ー
に
綿
擢
（兜）
に
掛
け
」
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
史
料
で
は
、
「
銘
々
之
支
度
は
縮
緬
五
色
合
櫻
を
か
け
、
三
色
合
鉢
巻
茂
皆
縮
緬
何
千
人
と
も
知
れ
ず
祭
礼
同
様
之
支
（狐）度」
と
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
暴
徒
ハ
名
々
見
世
二
立
入
り
、
擢
鉢
巻
腹
帯
等
二
鯵
金
桃
色
晒
（泥）
等ノ布ヲ次』二切出シ」たとあるから、五色の樫、｜｜｜色の鉢巻だけ
と
は
限
ら
な
い
。
（郷）
し
か
し
一
方
で
は
、
そ
の
夜
半
の
一
撲
勢
の
様
子
を
「
赤
綿
襟
き
」
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
ま
た
、
一
撲
勢
が
秩
父
へ
入
っ
て
く
る
二
日
前
の
六
月
一
五
日
の
松
山
町
（抑）
で
の
記
録
を
見
る
と
、
「
惣
勢
赤
き
手
撒
を
懸
る
」
と
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
か
ら
、
秩
父
に
入
っ
て
く
る
段
階
で
は
基
本
的
に
一
撲
勢
の
目
印
は
赤
の
鰹
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な
布
の
調
達
過
程
で
色
の
統
一
性
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
②
武
州
一
摸
と
秩
父
困
民
党
の
比
較
以
上
の
こ
と
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
秩
父
事
件
の
白
の
鉢
巻
檸
と
い
う
目
印
は
、
｜
摸
を
鎮
圧
し
た
大
宮
郷
有
志
隊
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。そ
れ
で
は
、
な
ぜ
秩
父
困
民
党
の
幹
部
達
は
、
あ
え
て
一
八
年
前
に
秩
父
盆
地
に
流
れ
込
ん
だ
一
撲
勢
と
は
同
じ
で
は
な
く
、
逆
に
一
摸
を
鎮
圧
し
た
側
の
有
志
隊
の
目
印
の
白
鉢
巻
櫻
を
自
ら
の
目
印
に
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
「
鉢
巻
」
「
襟
」
「
白
」
「
赤
」
の
こ
と
か
ら
考
え
て
い
き
た
法
政
史
学
第
五
十
一
号
Ⅲ
鉢
巻
・
襟
ま
ず
、
形
態
上
の
鉢
巻
・
襟
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
辞
典
に
よ
る
と
鉢
巻
は
二
船
に
は
労
働
の
時
に
手
拭
で
鉢
巻
を
し
た
が
、
も
と
は
、
祭
礼
や
踊
り
の
場
で
信
仰
行
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
表
示
す
る
正
装
と
し
て
の
被
り
（卵）
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
」
と
あ
り
、
樺
は
「
神
に
供
物
を
捧
げ
る
人
が
着
け
る
な
ど
、
宗
教
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
近
世
以
降
は
（羽）
実
用
本
位
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
と
秩
父
事
件
、
武
州
一
摸
を
重
ね
あ
わ
せ
る
と
、
武
州
一
摸
で
の
三
色
鉢
巻
・
五
色
樺
を
「
祭
礼
同
様
之
支
度
」
と
当
時
の
人
が
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
思
い
つ
く
。
ま
た
、
武
州
一
摸
は
武
州
世
直
し
一
摸
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
世
直
し
一
侯
の
一
つ
で
あ
る
。
世
直
し
一
侯
で
は
「
世
直
し
大
明
神
」
が
出
て
く
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
｜
摸
参
加
者
の
中
で
、
（佃）
「神」が意識されている。
以
上
の
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
秩
父
事
件
が
白
鉢
巻
櫻
を
目
印
に
し
た
事
自
体
に
幕
末
の
世
直
し
一
摸
の
流
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
②
赤
次
に
色
彩
の
赤
を
辞
典
で
見
て
み
る
と
、
「
民
俗
社
会
で
は
、
血
液
や
炎
の
象
徴
と
し
て
、
ま
た
ハ
レ
の
時
空
を
表
示
す
る
色
彩
と
し
て
種
々
用
い
ら
（似）
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
横
田
義
男
氏
は
日
本
の
色
の
意
識
と
中
国
の
陰
陽
五
行
説
の
関
わ
い
○一一
一
白
鉢
巻
樺
が
示
す
も
の
七
一
一
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（妃）る。」‐こしている。
ま
た
、
古
代
日
本
で
は
「
赤
は
そ
の
強
力
な
色
彩
か
ら
神
の
衣
の
色
、
王
（㈹）
侯
、
貴
族
の
色
や
戦
い
の
・
ン
ン
ポ
ル
の
色
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
き
た
。
」
と
述べている。
以
上
の
事
柄
を
念
頭
に
お
い
て
秩
父
で
の
「
赤
」
の
使
わ
れ
方
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
全
国
的
に
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
慶
事
に
は
赤
飯
を
炊
い
て
祝
う
。
秩
父
で
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
る
。
’
九
六
六
年
に
発
行
さ
れ
た
、
秩
父
の
民
俗
を
調
査
し
た
『
埼
玉
の
民
俗
』
の
中
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
武
州
一
摸
、
秩
父
事
件
か
ら
時
代
は
一
世
紀
ほ
ど
下
る
が
、
そ
の
間
も
受
け
継
が
れ
て
き
た
民
俗
で
あ
る
の
な
ら
、
武
州
一
摸
、
秩
父
事
件
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
不
都
合
は
な
い
と
考
え
る
。
大
宮
郷
の
南
に
位
置
す
る
浦
山
で
は
、
誕
生
、
縁
日
、
帯
ト
キ
、
成
人
式
、
婚
礼
、
棟
上
げ
、
引
越
し
、
祭
り
、
七
五
三
に
赤
飯
を
配
っ
た
り
、
仏
様
・
神
棚
・
氏
神
な
ど
に
供
え
た
り
す
る
。
蜂
起
の
震
源
地
の
一
つ
で
あ
る
下
吉
田
で
も
、
オ
ク
ン
チ
、
祝
儀
、
全
快
（“）
祝
い
、
祭
、
産
あ
け
、
宮
参
り
、
誕
生
祝
に
浦
山
と
同
様
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
秩
父
で
も
「
赤
」
が
「
ハ
レ
の
時
空
」
を
表
示
し
、
「
慶
事
」
の
色
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
り
を
論
じ
た
「
日
本
の
色
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
陰
陽
五
行
説
で
は
「
赤
は
南
に
位
置
し
、
季
節
は
夏
を
象
徴
し
て
い
る
。
全
て
を
燃
や
す
火
の
色
、
血
液
の
色
、
万
物
の
母
と
な
る
太
陽
の
色
と
し
て
神
聖
な
呪
力
を
も
つ
色
と
さ
れ
て
い
る
。
」
「
赤
は
ま
た
祝
い
事
に
つ
か
う
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
、
願
を
か
け
る
達
磨
な
ど
の
慶
事
の
色
と
し
て
も
我
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
秩
父
事
件
に
お
け
る
白
鉢
巻
櫟
の
着
用
に
関
す
る
考
察
（
河
本
）
Ｇ
白
次
に
白
は
、
陰
陽
五
行
説
・
古
代
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
前
出
の
横
田
氏
の
論
文
か
ら
見
て
み
た
い
。
「
白
は
純
粋
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
神
聖
な
神
の
色
と
し
て
古
代
か
ら
尊
ば
れ
て
き
た
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
季
節
は
自
然
（帽）
の
実
が
結
実
す
る
秋
で
あ
り
、
方
位
は
日
が
沈
む
西
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
古
代
日
本
で
も
白
は
神
の
衣
服
の
色
と
し
て
用
い
ら
れ
尊
ば
れ
て
い
（㈹）る。」とされている。
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
秩
父
で
の
「
白
」
の
使
わ
れ
方
を
見
て
み
る
と
、
御
田
植
祭
り
の
時
に
着
用
す
る
「
白
の
浄
衣
」
・
秩
父
札
所
巡
り
の
際
の
「
白
装
束
」
・
古
く
に
三
峰
神
社
参
り
の
時
に
着
用
さ
れ
た
「
白
装
（卿）
束
」
な
ど
に
白
が
「
神
の
色
」
と
し
て
秩
父
で
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
かがえる。
さ
ら
に
、
下
吉
田
に
伝
わ
る
「
和
尚
と
名
主
の
け
ん
か
」
と
い
う
昔
話
の
（岨）
中
の
た
た
り
を
も
た
ら
す
「
白
旗
」
の
存
在
に
も
白
が
「
神
の
色
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
秩
父
事
件
の
震
源
地
で
あ
る
石
間
村
・
下
吉
田
村
が
秩
父
盆
地
の
「
西
」
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、
秩
父
事
件
が
新
暦
の
一
一
月
と
い
う
ま
た
、
武
州
一
撲
勢
の
樫
の
赤
を
見
て
み
る
と
、
「
戦
い
の
シ
ン
ボ
ル
の
色
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
さ
ら
に
、
武
州
一
摸
の
震
源
地
の
名
栗
村
が
秩
父
郡
「
南
」
部
に
あ
り
、
し
か
も
一
摸
が
旧
暦
の
六
月
と
い
う
「
夏
」
に
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
陰
陽
五
行
説
で
赤
が
指
す
方
角
、
季
節
と
一
致
し
て
い
る
。七
三
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Ⅲ
赤
擢
・
白
鉢
巻
櫻
が
示
す
も
の
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
武
州
一
摸
で
も
、
秩
父
事
件
で
も
、
鉢
巻
擢
を
同
じ
よ
う
に
目
印
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
意
識
の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
神
を
意
識
し
た
世
直
し
一
摸
に
お
い
て
樺
が
目
印
に
な
り
、
秩
父
困
民
党
も
鉢
巻
樺
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
秩
父
事
件
の
中
に
、
世
直
し
一
摂
的
な
部
分
・
近
世
的
な
部
分
が
大
き
い
と
私
は
考
え
る
。
ま
た
、
陰
陽
五
行
説
か
ら
み
た
、
武
州
一
摸
・
秩
父
事
件
に
お
け
る
季
節
・
方
位
の
そ
れ
ぞ
れ
の
色
と
の
一
致
だ
が
、
こ
こ
に
は
目
印
に
は
一
番
ふ
さ
わ
し
い
色
を
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
武
州
一
摸
と
秩
父
事
件
を
こ
こ
で
同
列
に
考
察
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
ぜ
な
ら
秩
父
事
件
に
参
加
し
た
人
々
は
、
過
去
の
経
験
に
お
い
て
一
撲
勢
の
「
赤
」
、
大
宮
郷
有
志
隊
の
「
白
」
を
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
の
考
察
を
若
干
行
っ
て
み
た
い
。
私
は
、
困
民
党
幹
部
が
「
白
」
を
目
印
に
選
ん
だ
裏
に
は
、
秩
父
の
人
々
の
中
に
お
い
て
武
州
一
撲
勢
で
は
な
く
、
鎮
圧
し
た
側
に
「
正
義
」
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
有
志
隊
の
目
印
を
付
け
て
蜂
起
し
た
と
い
う
こ
と
に
、
明
治
一
七
年
の
状
況
は
、
そ
の
有
志
隊
に
心
を
寄
せ
て
い
る
者
も
も
は
や
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
秩
父
困
民
党
が
表
明
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
こ
の
目
印
の
中
に
は
、
一
八
年
前
に
吹
き
荒
れ
た
武
川
一
摸
に
対
し
て
「
秋
」
に
起
こ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
陰
陽
五
行
説
で
白
が
指
す
方
角
、
季
節
と
一
致
し
て
い
る
。
法
政
史
学
第
五
卜
｜
号
以
上
、
白
鉢
巻
擢
に
焦
点
を
当
て
て
、
秩
父
事
件
を
見
て
き
た
。
秩
父
事
件
は
、
自
由
民
権
運
動
の
流
れ
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
白
鉢
巻
擢
か
ら
見
て
い
く
中
で
見
え
て
く
る
秩
父
事
件
の
姿
は
、
多
分
に
幕
末
の
世
直
し
一
摸
の
流
れ
を
色
濃
く
引
き
継
い
で
い
る
運
動
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
直
し
一
侯
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
対
人
用
の
武
器
で
あ
る
竹
槍
や
銃
器
が
、
秩
父
事
件
で
は
多
量
に
携
行
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
秩
父
の
人
々
が
松
方
デ
フ
レ
や
、
負
債
返
済
の
延
長
線
上
に
あ
る
身
代
限
の
処
分
と
い
う
事
態
に
よ
り
追
い
つ
め
ら
れ
―
摸
を
新
た
な
段
階
へ
と
発
展
さ
せ
た
姿
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
代
が
明
治
へ
と
変
わ
り
、
困
民
党
参
加
者
が
負
債
据
置
年
賦
償
却
請
願
運
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
高
利
貸
し
の
後
ろ
に
、
高
利
貸
を
法
律
的
に
守
る
明
治
維
新
政
府
を
感
じ
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
考
え
る
。
眉
を
ひ
そ
め
た
人
々
に
対
し
て
も
、
今
回
は
一
八
年
前
の
一
撲
の
よ
う
に
富
者
全
般
に
対
す
る
攻
撃
で
は
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
・
協
力
を
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
の
参
加
者
の
階
層
に
も
現
れ
て
い
る
。
武
州
一
侯
の
参
加
者
は
財
産
が
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
耕
地
の
な
い
人
も
（㈹）
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
秩
父
事
件
に
お
い
て
は
、
盲
同
利
貸
し
を
す
る
者
、
絹
の
仲
買
を
す
る
者
、
名
主
の
一
族
の
者
、
神
官
と
い
っ
た
武
州
一
摸
の
際
に
は
、
そ
の
中
心
に
い
な
か
っ
た
階
層
の
人
々
が
中
心
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る。お
わ
り
に
七
四
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な
お
本
稿
で
は
、
秩
父
事
件
と
武
州
一
侯
の
関
係
の
み
を
見
て
き
た
が
、
世
直
し
一
摸
、
維
新
政
府
反
対
一
模
全
体
を
見
渡
し
、
秩
父
事
件
の
歴
史
的
位
置
を
見
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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ノ、 ノＩ－懐ｑｊ（な
秩
父
事
件
に
お
け
る
白
鉢
巻
鰹
の
着
用
に
関
す
る
考
察
（
河
本
）
（旧）浅見銀次郎訊問調書、『秩父事件史料集成』第二巻、五八三頁○
（Ⅳ）横田種威裁判言渡書、同右第一巻、七五五頁。
（旧）横田鍵三郎裁判言渡書、同右、六○七頁。
（川）加藤治三郎裁判言渡鱒、同右、七六五頁○
（別）山中和市政判言渡書、同右、二五九頁。
（Ⅲ）今井竹治郎裁判言渡書、同右第二巻、几八八頁。
（皿）建川迎平訊問調書、ｎ石、九八四頁。
（鋼）加藤梅吉裁判言渡書、同石第三巻、五七一頁。
（別）坂本宗作裁判言渡書、同石第二巻、三六五頁。
（閉）川代栄助訊問調書、同右第一巻、三四頁。
（鋼）同右、三八頁。
（汐）同右第六巻、’七○頁、一九八九年。
（洲）何石、二五八頁。
（
鋤
）
稲
田
雅
洋
『
日
本
近
代
社
会
成
立
期
の
民
衆
運
動
ｌ
困
民
党
研
究
序
説
』
二
一》六口、筑摩苫房、一九九○年。
（帥）Ⅲ代栄助訊問調書、『秩父事件史料集成』第
一巻、四六
頁。
（
机
）
斎
藤
洋
一
「
武
州
世
直
し
一
摸
の
考
察
」
、
『
近
世
史
藁
２
』
近
世
村
落
史
川究会、一九七七年。
（
犯
）
二
筏
騒
動
荒
剛
見
聞
之
写
」
、
『
武
州
世
直
し
一
撲
史
料
』
｜
巻
、
’
六
四
口、慶友社、’九七一年。
（邪）同右、一六三頁。
（Ｍ）「秩父近辺打段一件」、『秩父市誌』四四七頁、’九六二年。
（閲）「賊氏略記」、注（犯）に同じ、一七三頁。
（柵）注（皿）に同じ、一六三頁。
（Ｗ）「秩父領飢渇一摸」、『日本思想体系卵民衆運動の思想』二九四
頁、岩波書店、’九七○年。
七
五
Hosei University Repository
（
価
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注
令
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井
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郎
「
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の
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と
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」
『
日
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文
化
地
理
第
五
巻
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
』
二
八
一
～
二
八
四
頁、講談社、’九六九年。
（
岨
）
注
（
川
）
に
同
じ
、
二
五
五
頁
。
内
容
は
「
名
主
と
和
尚
が
地
所
の
争
い
を
起
こ
し
た
。
裁
判
の
納
果
敗
訴
し
た
和
尚
が
寺
山
の
土
中
で
二
一
日
間
の
祈
り
を
し
て
、
二
一
日
目
に
白
放
が
名
花
の
家
の
原
根
に
と
び
、
た
た
り
を
お
こ
し
た
。
名
主
は
寺
山
の
見
え
な
い
地
に
鵬
川
し
た
が
、
岐
後
に
は
派
い
死
ぬ
。
」
と
い
う
ものである。
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）
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（
妃
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に
同
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四
五
頁
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（羽）同右、一三Ⅱ｜且。
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木
洲
之
介
『
Ⅲ
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Ｈ
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Ｈ
Ｈ
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岩
波
書
店
（
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波新書）、一九七二年。
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妃
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横
田
義
男
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行
説
に
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け
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観
ｌ
」
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名
古
屋
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子文化短期大学研究紀要』第一六災、四五頁、一九九○年。
（旧）同右、四八頁。
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）
埼
玉
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教
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委
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会
『
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の
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』
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九
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五
五
頁
、
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六
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法
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学
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